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１．地域の概要

◆拡大図①

■（主）桜井都祁線は、桜井市を起点とし、奈良市に至る延長約15kmの道路で、一般国道165号と名
阪国道を接続する道路であり、日常生活や産業活動を支えるうえで欠くことのできない道路である。

■沿道には、観光地「長谷寺」が位置し、長谷寺から南の約1kmについては、長谷寺への参道でもあ
る。

拡大図①範囲
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◆拡大図②

凡 例
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主要地方道
一般県道

1車線
2車線
4車線以上

針IC

一本松IC

小倉IC

福住IC

五ヶ谷IC

天理東IC

名阪国道

まほろば湖

大和朝倉

三輪

巻向

柳本

長柄

天理

櫟本

出典：奈良県道路網図（地理院地図を使用）出典：事業周辺道路網図（地理院地図を使用）

◆広域図

長谷寺

拡大図②範囲
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１．地域の概要

２）地域の社会情勢①
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出典：奈良県統計年鑑

◆（主）桜井都祁線の交通量

出典：国勢調査（H27）、奈良県推計人口調査（R4.4）

微減

横ばい

■桜井市の人口は、微減傾向（対H27伸び率0.95）であるが、桜井市の自動車保有台数は、横ばい
（対H27伸び率1.01）であり、需要の見込みや地元情勢の変化等大きな変化はない。

■(主)桜井都祁線の交通量は減少傾向（対H22伸び率0.30）である。
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１．地域の概要

◆長谷寺

■ 長谷寺は、年間30万人の観光客来訪がある。
■ インバウンド需要により観光客数は近年増加傾向で、奈良県全体と比較しても増加率は高い。

◆観光客数推移

4
出典：初瀬地域道路網図（地理院地図を使用）
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凡 例
計画区間
一般国道
主要地方道
一般県道

国宝指定の本堂のほか、国内最大の木造仏像など数々の重要文化財があり、多くの観光客が訪れる。

『源氏物語』や『枕草子』などの古典にも記される歴史あるお寺。1年を通して様々な花が咲き誇り、「花
の御寺（みてら）」と呼ばれる。

【花の御寺 長谷寺】

出典：桜井市・長谷寺提供

さくら風景 あじさい風景 国宝：本堂境内入口（仁王門）

３）地域の社会情勢②

出典：桜井市まちづくり部観光まちづくり課提供資料
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２．事業箇所の現状と課題

◆周辺道路網の現状

■長谷寺までの参道にもなっている約１ｋｍの区間では、幅員4ｍ満たない区間があるなど、すれ違い
や大型車の通行が困難な状況。

■交通の約７割が通過交通であるなど、地域の生活交通と広域的な幹線利用交通が混在している。
■観光シーズンには長谷寺への参拝客を中心に観光交通が増加し、平日の約１.２～１.３倍の交通量

があり、長谷寺参道に多くの観光客が集まることから、すれ違いが一層困難となる。

5

◆通過交通割合

幅員狭隘+電柱により、すれ違いが困難
（すれ違うためには広い所で停止する必要がある）

出典：初瀬地域道路網図（地理院地図を使用）
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地点②

出典：交通量調査結果 平成29年5月16日(火)
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凡 例
計画区間
一般国道
主要地方道
一般県道

◆長谷寺参道の平休交通量

写真② 幅員狭隘区間でのすれ違い（休日）

休日は観光客の参道利用も増え
すれ違いが一層困難となる。
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３．地域の現状と課題
１）交通安全性

■現道は、近鉄長谷寺駅から長谷寺への参道として観光客徒歩アクセスルートになっているだけでな
く、通学路にも指定されているが、幅員が狭く歩道が無いため、危険な状況である。

■長谷寺参道区間で発生した死傷事故のうち、半分は人対車両事故となっている。
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165

252

長谷寺駅

◆通学路と長谷寺観光ルート

初瀬小学校

出典 桜井市教育委員会提供データ

長谷寺

桜井東中学校

初瀬

事
故
多
発

写真①②

写真④

写真③

凡 例
一般国道
主要地方道
一般県道
通学路
駅からの長谷寺
観光ルート

写真① 小学生の通学状況（R4.7）

写真② 中学生の通学状況（R4.7）

写真③ 観光客の通行状況（R4.7）

写真④ 長谷寺前の車両走行（R4.7）

観光客で賑わう参道で
車が人をかきわけて進行

車で道が塞がれ
学生も動けなくなる

◆桜井市教育委員会・桜井市観光協会からの声

出典：桜井市 教育委員会ヒアリング結果（R4.8） 初瀬観光協会ヒアリング結果（R4.12）

初瀬観光協会

桜井市教育委員会

・長谷寺参道は車がすれ違えないほど道が狭く、歩道
が無いため、通学する児童は大変危険です。

・グリーンベルトなど現道の安全対策を実施していま
すが、現道部の安全性課題は残っています。

・幅員狭隘で歩道が無いため、平日休日ともに車が多
く、中には速度を出す車両も存在することから、車に
とっても歩行者にとっても大変危険です。いつ事故が
起きてもおかしくありません。

・観光客は道路両側に複数人数で歩いていることが多
く、車道上を横並びで歩く方もいて非常に危険です。

6

◆長谷寺参道の死傷事故件数

出典：イタルダ事故データ（H23-R2）

人対車両

9
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追突

2

右折
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出会い頭

1 その他

2 歩行者事故
が多い

(全１８件)



■地域を訪れる観光客は長谷寺や長谷寺前の一部参道で観光を終える方が大半であり、長谷寺参
道全体の利用が少なく、観光滞在時間が短い。

■桜井市や地元、関係機関で構成された「長谷寺門前町周辺地区まちづくり協議会」において、
長谷寺参道のモール化検討を進めている。

■桜井市では、まちづくりの取組として、参道の美装化や電柱類の修景整備の検討を進めている。

３．地域の現状と課題
２）観光振興（参道の周遊性）
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P 豊森駐車場
（バス17台 乗用車 60台）

P 市営駐車場
（バス20台 乗用車 50台）

◆バス駐車場連携による周遊促進

初瀬観光センター

豊森駐車場で観光客 降車

観光バス等は市営駐車場へ
バイパスを利用し移動・待機

観光客は下り坂移動で
長谷寺参道を

散策しつつバスへ移動

◆桜井市役所・桜井市観光協会協会からの声

出典：桜井市 観光まちづくり課ヒアリング結果（R4.8）

桜井市

・桜井都祁線（白河～川上区間）が整備されることで、バス駐車場間の連
携施策が考えられ、モール化による観光資源の魅力向上と合わせた長
谷寺参道の利用促進、滞在時間の向上など、地域のにぎわい創出につ
ながることを期待しています。

下り坂

凡 例
計画区間
一般国道
主要地方道
一般県道

長谷寺参道
モール化を検討

・地元を主体とするまちづくり協議会を桜井市とともに立ち上げ、参
道のモール化について検討を進めています。

・参道は１車線道路であり、極めて幅員が狭い区間が存在します。通
行規制も視野に入れたモール化を検討していますが、通過交通を迂
回させる幹線道路が存在しないことが課題です。

初瀬
観光協会

初瀬観光協会ヒアリング結果（R4.12）

【参道の美装化】
桜馬場（R3.10供用開始）

【Aエリア】

長谷寺

【Dエリア】
長谷寺駅前

【Bエリア】
長谷寺参道
長谷寺前

【Cエリア】
長谷寺参道
門前町付近

◆長谷寺周辺の観光客の滞在時間と利用実態
【観光客の滞在時間】 【エリア別 観光利用実態】
2時間以内の滞在 74.3%

30分以内

5.1%
30分～1時間以内

7.7%

1時間～

2時間以内

61.5%

2時間～

3時間以内

15.4%

3時間以上

10.3%

出典：桜井市提供 観光客アンケートデータ（R元.11）より集計

※エリア別集計では、利用エリア未回答者を除外して集計

82.9%

61.0%

19.0%

1.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

Aエリア
長谷寺

Bエリア
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Cエリア
参道 門前町付近

Dエリア
長谷寺駅付近 （N=105）

長谷寺参拝
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土産・食べ歩き・散策・休憩

散策

長谷寺前以外の
参道利用は
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（N=117）



３．地域の現状と課題
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３）地域産業
■桜井市上之郷付近は、桜井市都市計画マスタープランにおいて「工業系企業の誘致検討ゾーン」と

して位置づけられている。
■桜井市では雇用の場の確保に向けた工業誘致活動に取り組んでおり、「企業立地等奨励金」や

「事業用地等登録制度」等の施策推進を図っている。
■工業誘致検討ゾーンから、桜井市中心部や中和幹線・京奈和自動車道へアクセスするには、幅員

狭隘区間の存在により、利用しづらい状況である。

◆工業誘致検討ゾーン ◆雇用の場の確保に向けた桜井市の取組

◆工業誘致検討ゾーン 出典：奈良県・市町村長サミット資料（R3.2）

【桜井市工場誘致条例】
・工場立地を促進するべく、市内に新たに立地した企業等に企業立地奨励金、埋蔵文化発掘
奨励金、雇用奨励金等を交付

【事業用地等登録制度】
・工業および店舗等への用地として、売却・賃貸を予定している土地等の情報を登録し、桜井
市に立地を希望する企業等に情報提供を実施

上位関連計画 上位計画における位置づけ

桜井市都市計画
マスタープラン

（R3.11）

【桜井市 北東部地域のまちづくりの方針】
市街地・集落等の居住環境の維持・向上と活性化
◇工業誘致検討ゾーン
北側山間部において（仮称）白河バイパスの整備と併せた工業誘
致検討など、新たな活性化の取組を目指す。
➡桜井市の産業・雇用基盤を支える新たな拠点づくりに取り組む。

◆桜井市役所からの声
・桜井市内の平坦部では既に市街化が進み大型の工場等の進
出が困難であることから、名阪国道へのアクセスシビリティを
強みとし、用地状況から開発が見込める当地域を工業誘致検
討ゾーンとして位置づけ、検討を進めています。

出典：桜井市 商工振興課・都市計画課ヒアリング結果（R4.8）

・桜井都祁線（白河～川上区間）は、桜井市中心部方面への利
便性向上に資する道路でもあり、整備を要望しています。桜井市

針IC

一本松IC

福住IC

五ヶ谷IC

名阪国道

165

38

25

369

28

47

50

127

186

246

247

Ｅ２５

38

25

針

369

Ｅ２５

工業誘致検討ゾーン
R3.11 位置づけ
（桜井市検討中）

長谷寺駅

名阪国道

凡 例
計画区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

1車線 幅員狭隘
工業誘致拠点において

●物流アクセス
（大型車 通行不可）

桜井市中心部方面
とのアクセスが課題

●通勤アクセス
（雇用者通勤ルートの
通行困難・事故リスク）

桜井市中心部方面
中和幹線

京奈和自動車道



■上之郷地域を含む桜井都祁線沿線の救急搬送は、通常、幅員狭隘の現道区間を利用しているが、
観光客が集中する休日の搬送時は、患者に負担のかかる迂回ルートを利用している。

■（主）桜井都祁線の現道を利用した搬送は平成29年から令和３年の５カ年で237件である。
■救急搬送時間の短縮による速達性・救命率の向上や、患者の負担軽減に寄与する走行性の良い

安全な搬送ルートの形成が求められる。

３．地域の現状と課題

9

◆主な救急輸送先医療機関と搬送ルート ◆【参考】所要時間変化（上之郷地域～済生会中和病院）

◆桜井消防署からの声

出典：桜井消防署ヒアリング結果（R4.10）

桜井消防署

・長谷寺の参道区間は道が非常に狭く、救急車の通行が困難
な環境にあり、大型の救命・消防車両は通行できません。

・大型車も通行可能で、患者への負担の少ない、安定した救急
搬送を可能とする道路を必要としています。

▲ カーラー曲線
算出条件：
H27全国道路・街路交通情勢調査の

混雑時速度と距離を適用

計画区間は設計速度、山道迂回ルートは速度15km/hを適用

地図 出典：奈良県道路網図（地理院地図を使用）

宇陀市立病院

済生会中和病院

山の辺病院

桜井消防署

口
ノ
倉
ト
ン
ネ
ル

38

165

165

25

50

247

長谷寺前

上之郷地域
（上之郷公民館）

搬送件数 出典：桜井消防署提供データ

桜井消防署
東出張所

地域の救急搬送
の受け入れ先

救急車両

大型救命車両

救急車両写真：桜井消防署協力 撮影

救急搬送件数
２３７件

（H29-R3:5ヵ年)

・休日は観光客が集中し、車も歩行者も増えることから救急車
での通行を断念することがあります。カーブの多い山道を利用
した迂回ルートを使用しますが、患者の負担となっています。

要更新

桜
井
市
上
之
郷
地
域

済
生
会
中
和
病
院

約58分

現況（山道迂回ルート利用）

白河～川上整備あり

34.3分

28.5分

約5.8分短縮

現道混雑時の
山道迂回ルート

凡 例
計画区間
一般国道
主要地方道
一般県道
救急医療病院

４）救急救命活動

幅員狭隘で救急車両の通行が困難
◆対向車両とのすれ違い困難
◆家屋・電柱との接触危険
◆休日は観光車両・観光客歩行者の

集中で救急車通行を断念

【長谷寺参道】

→患者への負担が大きく
避けたい



４．地域に配慮すべき事項

上位関連計画 事業の位置付け

奈良県道路整備基本計画
（平成２６年７月策定、令和元年１０月改定）

「観光の振興」（観光地へのアクセス性の向上）は、「奈良県経済
の進展に対応した目的志向の道路整備の推進」に位置づけ。

第6次桜井市総合計画
（令和3年4月策定）

現道部（長谷寺参道）における安全性の確保と通過交通の排除
を観光振興施策の課題として位置づけ。

桜井市都市計画マスタープラン
（平成11年4月策定 令和3年11月改定）

桜井都祁線（白河～川上）を桜井市北東部地域の都市幹線道路
として位置づけ。

地域活性化に向けた上之郷地区における新たな拠点づくり（工業
誘致検討ゾーン）と併せる道路整備として位置づけ。

桜井市長谷寺門前町周辺地区
まちづくり基本計画
（平成30年5月策定）

地域に残る町家や歴史文化資源、自然環境を活かした“まちなみ
づくり”を推進するため、“歩くまちづくり”を取組方針の1つに掲げ
ており、通過交通の迂回路として位置づけ。

第2期 桜井市観光基本計画
（令和4年4月策定）

安全・安心の観光地づくりにおける環境整備において、県と市で
連携し推進する道路整備として位置づけ。

10

１）上位計画における位置づけ

上位計画の視点で求められる道路像

◆観光地（長谷寺）への良好なアクセスが確保される道路整備
◆現道部（長谷寺参道）の安全性の確保、歩くまちづくりの推進に向けた、通過交通を

排除できる道路整備

◆都市幹線道路で、工業誘致検討ゾーンを見据えた道路整備



５．道路整備の方向性
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１）地域課題を踏まえた事業の目的

地域課題 状況と問題点 道路整備における配慮
事項（求められる機能）

②観光振興

①交通安全性

③地域産業

④救急救命活動

●生活交通・観光交通・広域幹線交通
（通過交通）の混在

●幅員狭隘・歩道無

●観光滞在時間が短い

●参道の観光利用が少ない

●参道モール化を推進する上で、交通
の迂回路が無い

●幅員狭隘で大型バス通行ができず

観光周遊施策の展開が困難

●上之郷地域が工業誘致検討ゾーン
に位置付け

●幅員狭隘で大型トラック通行ができず

物流アクセスルートが脆弱

（桜井市中心部・中和幹線・京奈和自動車道方面）

●上之郷方面に向けての救急搬送にお
いて現道がメインルート

●幅員狭隘＋観光交通の存在等で利用
を断念し、山道迂回ルートも使用する
も患者への負担増

●大型救命車両の通行ができない

●通過交通を現道から分離できる道路

（交通量減少⇒事故件数減少）

●現道部である長谷寺参道の

モール化（歩車分離）を推進する上で

●大型車が円滑に走行できる道路

迂回路となる道路

（物流アクセス等、産業活動支援）

（バスの通行による観光周遊促進）
（救急車両の速達性・走行性向上）

●通過交通が幅員狭隘区間を避けて
円滑に走行できる道路

（広域アクセス機能等の向上）

バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
る
新
た
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

●現道部で事故が多発（歩行者事故）

●現道部（参道）が通学路になっている

●歩行者は現道部（参道）を通行



５．道路整備の方向性
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２）ルート比較（一次選定）

第１案【西側バイパス】 第２案【現道拡幅】
第３案【東側バイパス】

（口ノ倉トンネル山道ルート拡幅）

ルート比較図

ルート構想概要
新規のトンネルルートで西側に
バイパスルートを構築する案

現道部を拡幅し、幅員狭隘を解消さ
せる案

東側の山道ルートを拡幅整備し、
バイパスルートを形成する案

上
位
計
画
・
地
域
課
題
整
合

評価 理 由 評価 理 由 評価 理 由

現道（長谷寺参道）の安全性確保 〇
通過交通・観光交通が排除され安全性が
高まる

〇
拡幅し歩道整備することで歩行者の安全
性を確保する

〇
通過交通・観光交通が排除され安全性が
高まる

現道（長谷寺参道）からの通過交通排除 〇 現道から広域交通が排除される ✕ 生活交通と広域交通の混在が残る 〇 現道から広域交通が排除される

地域に残る町家や歴史文化資源、自然環境
を活かした”歩くまちづくり（モール化）”のた
めの迂回路形成

〇 長谷寺参道の迂回路が形成される ✕
参道モール化が困難
拡幅により地域の町家や歴史文化資源が
道路空間に置き換わる

〇 長谷寺参道の迂回路が形成される

都市幹線道路としての円滑な走行機能
（広域交通機能等）

〇
桜井市方面と最短で線形の良い幹線ルー
トが形成される

△
生活交通が混在し、沿道施設等への出入
りで走行性が他案より劣る

△
桜井中心部から遠回りルートで、急峻な
山地構造でカーブ区間が残る

整備延長 約1.1km 約1.6km 約2.6km

経済性 約30億円 - 約45億円

評 価

既往の桜井都祁線を活用でき、上位
計画や地域課題に対応した線形のよ
い広域幹線ルートが形成できる。

参道の通過交通の排除ができない。
参道の町家や歴史文化資源は観光資
源であり、観光活性化をはかるべき
「まちなみ」が損なわれる。

長谷寺や桜井市方面へのアクセスが
他案より劣り、線形不良区間が残る
など走行性も劣る。

⇓
一次選定

165

38

38

至 桜井市 中心部

至 名阪国道

至 宇陀市



第１案 第２案 第３案

ルート概要

起点と終点を直線的に結ぶ案 走行性を向上させることを重視し、終
点を集落密集地よりも北側にした案

トンネル延長を最短にした案

事業延長 約1.1km 約1.5km 約1.2km

土工延長 約0.4km 約0.7km 約0.6km

トンネル延長 約0.7km 約0.8km 約0.6km

経済性 約32億円 約42億円 約34億円

施工性

終点側の現道改良が生じるものの、第
２案よりトンネル延長が短いため、事
業期間は短くなる

事業延長が長く、トンネルを2本施工す
るため、事業期間が長くなる。

終点側の現道改良が生じるものの、第
２案よりトンネル延長が短いため、事
業期間は短くなる。

評　価

最も経済的である、現道の初瀬浄水場
付近の線形不良個所も改良される。

最も不経済であり、現道の初瀬浄水場
付近の線形不良箇所が一部残置する。

２番目に経済的であり、現道の初瀬浄
水場付近の線形不良個所も改良され
る。

ルート比較図

５．道路整備の方向性

13

⇓
採用

２）ルート比較（二次選定）



５．道路整備の方向性
【採用案計画図】
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標準横断図（土工部）

平面図

縦断図

標準横断図（トンネル部）

桜井都祁線 （白河～川上（白河バイパス）） L＝1.1km

L＝0.7km

トンネル部



５．道路整備の方向性

15

３）事業の効率性（投資効果）

※１ 本事業は観光地特性より休日便益を考慮している。 ※２ 便益・費用については、現在価値化した値である。
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

◆事業全体

便益(B)

走行時間
短縮便益※1

走行経費
減少便益※1

交通事故
減少便益

総便益※2
費用便益比

(B/C)

23.5億円 4.8億円 0.5億円 28.8億円

1.3

費用(C)

事業費 維持管理費 総費用※2

22.4億円 0.1億円 22.5億円

■算出条件等

基準年 ：令和4年度

検討期間 ：50年間

現在価値算出のための

社会的割引率 ：4％

交通量の推計時点 ：令和22年度

推計に用いた資料 ：平成27年度全国道路・街路交通

情勢調査

適用した費用便益分析 ：令和4年2月版マニュアル

事業費 ：32.1億円（単純価値・税込み）

維持管理費 ：976千円／㎞

作成主体 ：奈良県

４）コスト縮減への取り組み

◆コスト縮減に配慮した事業の推進

今後の設計においては、最新の測量・地質調査結果を踏まえて

・トンネル坑口位置の精査によるトンネル延長の短縮検討

・終点側補強土壁区間の構造比較検討

等を実施することで、コスト縮減に努めながら事業を推進する。



６．総合評価結果

●現道が幅員狭隘の１車線で走行が困難 ⇒ ２車線整備による交通ネットワークを
形成

１．事業の必要性等に関する視点

２．事業の効率性に関する視点

●費用便益比（Ｂ／Ｃ）は事業全体で１．３
⇒ 効率的な事業であると確認できる

（主）桜井都祁線 （白河～川上）は、 事業の必要性に関する視点、事業の効率性に
関する視点等から、新規事業化が妥当であると考えられる。
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【事業箇所の課題と対応】

【地域課題に対して期待できる効果】

●交通安全性 ⇒ バイパス整備による現道からの通過交通排除で向上が期待
●観光振興 ⇒ 参道モール化による観光資源の魅力向上に合わせ、バイパスを活

用した周遊促進施策による観光活性化が期待
●地域産業 ⇒ 工業誘致検討ゾーンとの大型車（物流）ネットワークを形成
●救急救命活動 ⇒幅員狭隘区間を回避した走行性の良い円滑な搬送ルートを形成


